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[第44回岡山実験動物研究会の開催]
本年､11月 29日 (金)午後 1時 30分からメ
ルパルクOKAYAMAで日本生物工学会西日本支部の
協賛で開催します｡この研究会では創立 20周年
記念に相応しい企画を考えています｡記念講演 ･
特別講演など3題を予定しています｡講演の内容
や講師にご希望のある方は事務局または最寄りの
常務理事にお知らせいただきますようお願い致し
ます｡プログラムが出来次第､会員の皆様に本研
究会のご案内を致します｡
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【事務局からのお知らせ】
岡山実験動物研究会は会員皆様のご指導とご支
援により､本年 12月に創立 20年目を迎えること
になりました｡この節目を契機に今後も､㈱林原
生物化学研究所 ･藤崎研究所の関係者のご協力を
いただきながら､取り組んでいきたいと考えてお
りますので､会員の皆様には引き続きご指導とご
鞭樋を賜 りますようお願い致します｡
会の運営､企画や会報の編集､内容などにご希
望､ご意見がありましたら､ご遠慮なく事務局ま
たは最寄りの常務理事までご連絡下さい｡
事務局住所は下記の通りです｡
〒700-8530 岡山市津島中 1丁目1-1
岡山大学農学部 国枝哲夫
TEL:086-251-8314
FAI:086-251-8388(庶務係)
E-mai1:tkunieda@cc.okayama･u.ac.jp
[会費納入のお願い]
平成 14年度の年会費として､正会員は 1,000
円､賛助会員は 30,000円 (一口)を徴収致しま
すので､本会報に挿み込まれている郵便払込通知
票を用いて､年会費をお振込み下さいますようお
願い致します｡
[福集後記】
特別講演要旨､寄稿､施設めぐりの原稿をお寄
せいただいた先生方に厚くお礼申し上げます｡
本研究会は､本年創立 20周年ということで､20
年間の活動を纏めてみました｡研究会での講演や
会報の掲載内容は医学､歯学､薬学､理学､農学､
心理学､食品学､博物学､動物学など広範囲な分
野になっています｡
今年 8月 1日付の毎日新聞によると､昨年の日
本人の平均寿命は女性が 84.93歳､男性が 78.07
歳になり､過去最高を更新し､過去 10年間で男
性は2歳､女性は 3歳寿命が延びています｡
一方､がん ･心臓病 ･脳卒中の ｢3大死因｣で死
亡する確率は男性 57.5%､女性 55.7%といずれも
過半数を占めています｡これら生活習慣病の発症
機構の解明や診断､予防､治療の確立は急務とな
っています｡さらに､病気の発症に関与するとみ
られる食餌､栄養､ス トレスなどの要因について
も実験動物を用いての解析が重要になっています｡
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岡山実験動物研究会会則
(名 称)
第 1条 本会は岡山実験動物研究会 (英文名 :
OkayamaAssociationforLaboratoryAnimal
Science)と称する｡
第 2条 本会は岡山県内並びに県外において実験
動物及び動物実験に関心をもつ人々によって組
織された団体である｡
(目 的)
第 3条 本会は実験動物及び動物実験についての
知識の交流をはかり､あわせてこれら関連領域
の進展に寄与することを目的とする｡
(事 業)
第4条 本会は前条の目的を達成するために次の
事業を行う｡
1.学術集会､講演会等の開催
2.会誌及び関係学術資料の刊行
3.会員相互の連絡
4.その他必要と認められる事業
(会 員)
第5条 本会の会員は次の通りとする｡
1.正会員 本会の目的に賛同して,所定の
入会申込書を提出した個人とす
る｡
2.賛助会員 本会の目的に賛同し､理事会の
承認を経て所定の入会申込書を
提出した個人または法人とする｡
3.名誉会員 本会の発展に功労があった者で､
理事会の承認を経て推薦された
者とする｡
(役 員)
第6条 本会に次の役員をおく｡
1.理 事 15名以上 20名以内 (うち､会
長 1名及び常務理事若干名)
2.監 事 2名
3.評議員 若干名
(役員の選任)
第 7条 会長及び常務理事は理事の互選によりこ
れを定める｡理事は正会員の互選により連出さ
れた者とする｡監事及び評議員は理事会が選出
し､会長がこれを委嘱する｡
(役員の職務)
第 8条 役員の職務は次の通りとする｡
1.会長は本会を代表し､会務を統轄する｡
必要に応じ理事会及び常務理事会を召集する｡
会長に事故あるときは､理事の互選により1
名を選び､会長の職務を代行する｡
2.理事は理事会を組織し､本会の会務を審議
し､議決する｡
3.常務理事は会長を補佐し､庶務､会計､渉
外､集会､広報などの実務を担当する｡
4.監事は本会の会計を監査する｡
5.評議員は評議員会を組織し､会長の諮問を
うけ､重要事項を審議する｡
(役員の任期)
第9条 本会の役員の任期は2年とし､再選は妨
げない｡
(会 計)
第 10条 本会の経費は正会員並びに賛助会員の
会費､寄付金､その他の収入をもってこれにあ
てる｡会計年度は暦年度とし､会費は別に定め
る｡
(運営規則)
第 11条 本会の運営はこの会則によるが､会則
の変更は理事会の議決を経て､総会の承認を受
けることとする｡
(総会の構成)
第 12条 総会は正会員をもって組織する｡
(退 会)
第 13条 会員が脱会しようとするときは､脱会
届けを会長に提出しなければならない｡
(事務局)
第 14条 本会に事務局を置く｡
本会則は平成 2年 12月 1日より施行する｡
